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２．当該技術の概要（1,000字以内） 

希少糖とは、自然界にその存在量が少ない単糖およびその誘導体と定義されており

（国際希少糖学会）、これまでに様々な生理活性が報告されている。中でもD-フラクトー

スの異性体の 1 つである D-プシコースは、正常ラットおよび糖尿病ラットを用いた動物

実験や、健常者および糖尿病患者に対する臨床試験等により食後血糖値上昇抑制作

用を有することが確認された。現在、この効果を利用した特定保健用食品の申請を行

っている。また、炭水化物源として食事に 5％程度 D-プシコースを添加すると内臓脂肪

蓄積を抑制するなどの抗肥満作用が明らかにされており、すでに臨床試験のフェーズ

に移っている。これらには、D-プシコースのエネルギー価がゼロであることや、α－グル

コシダーゼ阻害作用、脂肪酸合成酵素阻害作用、エネルギー代謝促進作用などのメカ

ニズムが関与していることが示唆されている。 

 一方、デンプンから生成される異性化糖は、飲料など様々な食品に利用されており、

我々の食生活に深く浸透している甘味料である。しかし、異性果糖の過剰摂取によりも

たらされる肥満や糖尿病などの増加が危惧されている。そこで我々は、異性化糖をさら

に異性化することにより、D-プシコースを 5％程度含有する新しい甘味料「希少糖含有

シロップ」を開発した。これまでに、動物およびヒトにおける長期投与試験により、希少糖

含有シロップの安全性および体脂肪低減効果を確認している。この希少糖含有シロッ

プの開発により、機能性を持った新しい異性化糖として希少糖の実用化が実現した。
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2013 年には本格的な全国販売が始まり、既に 600 品を超える様々な食品に利用され

ている。 

希少糖は存在量に反してその種類は多く、50 種類以上あるとされる。健康な人々の食

生活に浸透しつつある希少糖含有シロップの開発だけでなく、D-プシコースの特定保

健用食品が許可されれば糖尿病境界型の方も対象となり、さらに医療分野にも貢献で

きる可能性を秘めた次なる希少糖の開発も順次進めており、様々な人々の健康増進に

寄与する希少糖のさらなる実用化も視野に入れている。 
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